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国
際
観
光
旅
客
税
の
使
途
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
四
月
十
八
日
、
外
国
人
観
光
旅
客
の
旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
。
本
法
律
は
、
「
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」
（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二

日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
観
光
促
進
の
た
め
の
税
と
し
て
平
成
三
十
一
年
一
月
七
日
よ
り
国
際
観
光
旅
客
税
（
仮
称
）
を
創

設
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
等
を
受
け
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
、
観
光
立
国
推
進
閣
僚
会
議
に
よ
り
決
定

さ
れ
た
「
国
際
観
光
旅
客
税
（
仮
称
）
の
使
途
に
関
す
る
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
基
本
方
針
等
」
と
い
う
。
）

を
踏
ま
え
、
改
正
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

こ
の
基
本
方
針
等
で
は
、
国
際
観
光
旅
客
税
の
税
収
（
以
下
、
「
観
光
財
源
」
と
い
う
。
）
を
充
当
す
る
三
分
野
、
観
光
財

源
を
充
当
す
る
施
策
及
び
観
光
財
源
の
使
途
の
適
正
性
の
確
保
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
観
光
財
源
の
使
途
の
適
正

性
の
確
保
に
関
し
て
は
、
受
益
と
負
担
の
関
係
が
不
明
確
な
国
家
公
務
員
の
人
件
費
な
ど
の
経
費
に
は
充
て
な
い
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。

本
年
三
月
二
十
日
の
国
土
交
通
委
員
会
で
は
、
同
法
案
の
審
査
の
際
に
、
法
務
省
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
十
二
億
円
の

内
訳
に
つ
い
て
、
政
府
参
考
人
か
ら
、
①
日
本
人
出
帰
国
手
続
用
顔
認
証
ゲ
ー
ト
の
シ
ス
テ
ム
運
用
支
援
及
び
案
内
整
理
員
の

一



委
託
に
必
要
な
経
費
と
し
て
約
五
億
六
千
万
円
、
②
同
ゲ
ー
ト
の
外
国
人
出
国
手
続
き
へ
の
対
応
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
と

し
て
約
四
億
七
千
万
円
、
③
空
海
港
施
設
の
拡
張
に
伴
う
審
査
端
末
機
器
等
の
整
備
に
約
一
億
二
千
万
円
、
④
ク
ル
ー
ズ
船
旅

客
へ
の
審
査
端
末
機
器
等
の
整
備
に
約
五
千
万
円
と
答
弁
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

前
述
①
の
答
弁
を
踏
ま
え
、
委
員
か
ら
五
億
六
千
万
円
の
内
訳
と
い
う
の
は
、
顔
認
証
ゲ
ー
ト
の
機
器
そ
の
も
の
の
設
置

と
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
か
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
の
人
件
費
の
委
託
費
と
い
っ
た
理

解
で
よ
い
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
政
府
参
考
人
か
ら
「
人
件
費
と
い
い
ま
し
て
も
、
今
御
指
摘
の
よ
う
に
委
託
費
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
顔
認
証
ゲ
ー
ト
を
運
用
す
る
た
め
に
、
必
要
な
も
ろ
も
ろ
の
関
係
経
費
と
御
理
解
い
た
だ

き
た
い
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
こ
の
答
弁
は
、
基
本
方
針
等
の
趣
旨
（
受
益
と
負
担
の
関
係
が
不
明
確
な
国
家
公
務
員
の
人

件
費
な
ど
の
経
費
に
は
充
て
な
い
）
と
矛
盾
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

二

来
年
度
以
降
、
観
光
財
源
は
平
年
度
ベ
ー
ス
で
四
百
億
円
以
上
が
見
込
ま
れ
る
が
、
充
当
す
る
委
託
費
の
予
算
は
増
え
て

い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

三

今
年
度
の
観
光
財
源
の
使
途
と
し
て
、
当
該
ゲ
ー
ト
の
委
託
費
の
他
に
も
人
件
費
に
相
当
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

二



の
か
。
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
金
額
を
含
め
た
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

テ
ロ
対
策
な
ど
に
係
る
航
空
保
安
対
策
の
強
化
と
出
入
国
手
続
き
の
円
滑
化
の
両
立
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
等
の
考
え

方
に
合
致
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
観
光
財
源
を
充
て
る
の
か
。

五

現
下
の
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控
え
、
テ

ロ
・
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
は
国
家
レ
ベ
ル
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
未
然
防
止
の
強
化
の
観
点
か
ら
、
航
空
保
安
対
策
に
お
け
る
民

間
の
負
担
割
合
を
減
ら
し
、
国
の
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


